
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★口の発達と食事形態が合っているかを確かめる★ 

 離乳食が完了したからといっても、大人と同じものが食べられるわけではありません。 

口腔の発達から考えると、そこまでの処理能力はまだなく、噛んでも上手にすりつぶせません。
そのため、生野菜や繊維の多い肉などは処理できないので、時間がかり、口に入れたままになっ
てしまったり、噛んだだけで口から出してしまったりすることがあります。 

 乳歯が生えそろう３歳頃までは、歯を使った咀嚼の練習が続くため、かみつぶすだけ（すりつ
ぶさなくていい）で食べられる形状がふさわしい時期と考え、調理方法の吟味が必要です。          

★調理方法の工夫★ 

お口の発達と食事形態の工夫 

 生野菜 

（きゅうり、生のにんじんなど） 

茹でてやわらかくしたり、 

小さめに切ってあげましょう。 

繊維が多い肉 

スジを切ってあげましょう。 

片栗粉をまぶしてほぐしてから炒めると 

ふんわりとした食感になります。 

 薄くペラペラしたもの 

（レタス、わかめなど） 

小さく刻んであげましょう。 

他の料理に混ぜたり、汁物にいれて 

やわらかくしましょう。 

まとまりにくいもの 

（ブロッコリー、ひき肉など） 

片栗粉で少しとろみをつけましょう。 

皮が口に残るもの 

（トマトなど） 

皮をむいてあげましょう。 参考 こどもの栄養 2023 年 7 月号より 

食育だより 

令和６年 3 月 認定こども園岡本 

 

３月に入り、気温も上がって暖かくなってきました。園では野菜の栽培・収穫をしたり、三色板を使って食べ物の 

栄養や役割を知ったりなどの食育の活動をしてきました。また食事の際にゆったりとした雰囲気の中で楽しく食べ 

ることを心がけてきました。みんなで一緒に食事をゆっくり食べることは、栄養摂取という観点だけでなく、食べる 

ことの喜びや楽しさを味わうことができます。今後も食事を楽しみ合って成長していくことを期待しています。 

 

みんなで食べるとおいしいね！！ 


